
１、文明開化と「文学」の変容



啓蒙論説と戯作の動向

• 明六社
• 「文学」＝学際性
→芸術の一ジャンルに限定
←→功利主義

（1874年発行 明六雑誌第十号）



江戸の本屋

『東海道名所図画 6巻』１７９７



『画本東都遊』 1802
葛飾北斎画
蔦屋重三郎の店先



江戸の貸本屋



的中地本問屋（あたりやしたぢほんどいや）
十返舎一九作画 享和2年（1802）刊



『絵本常磐草』享保15年(1730)



草双紙

『金々先生栄花夢』
恋川春町{こいかわはるまち}著・画 1775年（安永4）刊国立国会図書館所蔵



式亭三馬『花咲ぢぢ』



式亭三馬『女房気質異赤縄』



読本

『南総里見八犬伝』巻1
曲亭馬琴作 1814〜1842年
（文化11〜天保13）刊 『椿説弓張月』前編 巻1

曲亭馬琴作 葛飾北斎画 1807年（文化4）刊



仮名垣魯文『安愚楽鍋』、明治4(1871)

・開化の世相
・虚実皮膜
・風刺



三条の教憲

一、敬神愛国ノ旨ヲ体ス可キコト

二、天地人道ヲ明ニスベキコト

三、皇上ヲ奉戴シ朝旨ヲ遵守セシムベキコト

→戯作小説家・芝居の役者なども「人民啓蒙」
の「教導職」として動員
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小新聞



仮名垣魯文『高橋阿伝夜叉譚』1879



識字率

• 明16年に調査（文部省編『日本教育史資料』
明25）

• 全国で15560校
• 男子のみ5180校 男女とも8636校
• 平均男子42人 女子17人
• 男子に対する女子比率 関東61% 近畿41%
九州10% 全国平均27%

• 教科書は往来物 庭訓往来、商売往来、百姓往来、女大学



斉藤泰雄「識字能力・識字率の歴史的推移ー日本の経験」『国際教育協力論集』第15 巻第1 号（2012）

自著：自分の姓名を筆記できる者



斉藤泰雄「識字能力・識字率の歴史的推移ー日本の経験」『国際教育協力論集』第15 巻第1 号（2012）

←ーー非識字者ーー→



近代へ

• 木版印刷→活版印刷
• 新聞：小新聞
• 「つづきもの」
• 貸本屋の衰微

• 均一的な読書→多元的な読書
• 共同体的な読書→個人的な読書
• 音読（素読と絵解き）→黙読

（前田愛『近代読者の成立』、1973）



翻訳小説と政治小説

• 翻訳小説
漢文訓読体
文化的差異→日本語の工夫

• 政治小説：ナショナリズム・自由民権
国際性内包
さまざまな文化の融合
漢文脈＋西洋文化・情報

漢文訓読体



『小説神髄』と『当世書生気質』

• 1883 概ねまとまり
• 1885 3-5.「假作物語の変遷」『中央学術雑誌』1,2,5→2章
• 5.「詩歌の改良」「粋論緒言」「粋の釈義」『読売新聞』
• 5.「小説神髄拾遺、時代物語の論」『中央学術雑誌』
• 6.「粋の活用第一」『読売新聞』
• 8.「小説論一斑 小説の主眼」『自由燈』
• 9.(-1886.4) 9分冊 松月堂
• 1886.5 上下二巻

• 1885.4『当世書生気質』の稿をおこす。
• .6(-1886.1) 17冊 晩青堂
• 1886.4 前後二巻本
• 1886.8 合本一冊



はしがき

• 稗史（小説、物語）
• 傍観の心得＝写真（写実）←→勧善懲悪
• 訓戒の料←→模範
• 読者輩の心
• 美術（芸術）

趣向は馬琴京田をふんまへ文章は三馬春水を気取りありとあらゆる書生の社会の
情態をばおもしろおかしく理屈つぽく移し出したる臭草紙でござゐ子弟を遊学さ
する地方の父兄は事に一本を購ひ求めて子弟を規誡するに鑑となしたまへや

(『中央学術雑誌』広告18.10)



牡丹園の
芸妓 田の次

芳原の娼妓
㒵鳥

新造阿秀

読売新聞
第一号口絵：国峰



M18.2 坪内雄蔵訳『開巻悲憤 慨世士伝』（莉延自外伝）晚青堂





『浮雲』第一編



『浮雲』第一編





まとめ

• 近世から近代へ
• 読む行為：音読から黙読へ
• 近代文学の出発
• 西洋文学の移入と困難


